
 

 

【学校名 岩見沢市立北村中学校】 

１ 授業時数特例校制度導入の考え 

（１）実施の目的 

 《めざす生徒像》 自立する子 

 《特例校制度導入により育成すべき資質・能力》 

 

（２）解決を図る学校課題 

 ① 令和７年度 全国学力・学習状況調査 

 ・分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか 

  →「できている」 本校：18.8% 全国：27.4% 

   「どちらかといえば、できていない」 本校：31.3% 全国：19.2% 

 ・１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいましたか 

  →「できている」 本校：18.8% 全国：23.4% 

   「どちらかといえば、できていない」 本校：25.0% 全国：19.0% 

 ・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりする

ことができると思いますか 

  →「できている」 本校：18.8% 全国：23.5% 

   「どちらかといえば、できていない」 本校：25.0% 全国：19.6% 

小中一貫教育目標である「つながりの中で学びを深め、未来を拓く子の育成」を達

成するために、上記課題を授業時数特例校制度において実施する総合的な学習の時間

（探究的な学習）の中で解決を図る。生徒が仲間や教師、地域の方々とつながり、学

びを深め、その学びが自らのキャリアプランに生かされる時間にしていきたい。そし

て、「学ぶ楽しさ」や「伸びる喜び」を実感でき、「自立する子」を育てていく。 

 

（３）保護者・地域住民への周知 

 ・ １１月１８日実施の参観日・全体懇談会において、資料を配付して目的や内容

など説明 

 ・ １２月２４日配布の学校便り１２月号において掲載 

 ・ ３月１０日開催の学校運営協議会において、次年度の実施計画案も含めて説明

し、探究活動への協力を仰いだ。 



 

 

２ 各教科等年間授業時数 

            上段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数  下段…変更後の授業時数（授業時数の増減） 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

各 

教 

科 

の 

授 

業 

時 

数 

国語 
140 140 105 

136（-4） 136(-4) 103(-2) 

社会 
105 105 140 

102(-3) 102(-3) 136(-4) 

数学 
140 105 140 

137(-3) 102(-3) 137(-3) 

理科 
105 140 140 

104(-1) 137(-3) 137(-3) 

音楽 
45 35 35 

44(-1)   

美術 
45 35 35 

   

保健体育 
105 105 105 

101(-4) 101(-4) 101(-4) 

技術・家庭 
70 70 35 

   

外国語 
140 140 140 

135(-5) 136(-4) 135(-5) 

特別な教科である道徳の授業時数 
35 35 35 

   

総合的な学習の時間の授業時数 
50 70 70 

66(+16) 86(+16) 86(+16) 

特別活動の授業時数 
35 35 35 

40(+5) 40(+5) 40(+5) 

合計 1015 1015 1015 

学校行事 60 66 67 

生徒会活動 7 7 7 

 

第１学年の余剰を含めた総授業時数［１０５９時間］ 余剰時数［４４時間］ 

第２学年の余剰を含めた総授業時数［１０５２時間］ 余剰時数［３７時間］ 

第３学年の余剰を含めた総授業時数［１０２７時間］ 余剰時数［１２時間］ 


